
1.日 時

2.場 所

3.議 題

第4国字宙開発委員会(定例会議)

議 事 次 第

昭和60.卑3月13白(水)

牛後2時へ3時

宇宙開発委員会会議室

宇宙開発計画の見直しにっいて

4.資 料

委4-1 第3国字宙開発委貴会(定例会議)議事要曽(案)

委互-2 宇宙開発計画(案)
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第3国 字宙開発委員会(定例会議)

議 事 襲

1.日 時 昭和60年3月6日(水)

午後2同寺へ2時30分

● 蔦.場∴∴所∴∴掌宙闘発襲填全会織豊

3.議 題 第一部会の審議結果について

(案)

4.資 料

委3賀1 第2固宇宙開発委員会(定例会議)議事要曽(案)

賽3-2 宇宙開発計画(案)

●

5.出席 者

宇宙開発委員会委員長代理

〃 委員

〃 〃

〃 〃

説明者

宇宙開発委員会第二部会長

関係省庁職員等

科学技術庁研究調整局長

方 長官官房審議官

吉 識 雅 夫

斎 藤 成 文

井 上 啓次郎

大 塚 琵

中 ロ 博

内 田 勇 夫

三 浦 信

\

文部省学術国際局審議官 I

運輸省海上保安庁総務部長

〃 気象庁総務郡長

郵政省通信政策局次長

文部省宇宙科学研究所研究協力課

宇宙開発尊菜園計画簡理部計画管理課

事務局

科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

〃 〃 宇宙国際課長

方 〃 宇宙開発課長

植 木 浩

(代理:柴崎)

鹿 瀬 好 宏

(代理:成瀬)

新 谷 智 人

(代理:中村)

森 本、哲 夫

(代理:田中)

秋 元 春 雄

国 井 清 人

石 井 敏 弘

森 忠 久

鍵 本 潔

他

6.議 事

(1)前回議事要畠の確認

第2固宇宙開発委員会(定例会議)議事要菖案(資料委3-1)

が確認された。

(2)第一部会の審議結果について

中ロ第一部会長より、資料萎3-2に基づき、宇宙開発計画

の見直しに関する第一部会の審議結果について報告が行われた。
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昭和60年る月1る 日

宇宙開発委貴会
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今日∴宇宙開発はヾ通信、慨送:圭気象観測、「地球観測、航行:科:

学観測等の広範を分野においで人工衛星あ開発∴利用が進あられ:-

日常生活あ申せ重要な役割を果たすま高二垂らて÷いるさ、 ・-

「直見あ宇宙開発は、“来園に封するえペースシ÷ト証の運行並びに

宇宙基地計画の具体化、“欧州に封するアリアンロケットiの実用化等、

新たを展開がおちれみ。 ・ ∴,上」

〇 一万、我が国においてほ、これまでに29個の人工衛星の打上げ

に成功し:科学研究及び実利用の両分野にほぼ所期の成果を料亭て

いる。昨年8月にはN-Ⅱロケットにより静止気象衛星3号(G“正

ST3廿びまわり豊号」の打上げに成功し、・本年1月には班→3S・・

Ⅱロケウトによ音り試験惑星探査機(MS-T5)「さきがけ」あ打上げ

に成功したところである。・ ・1場-

ノ

」 ・、

今や、我が国も科学研究及び実利用の両分野にわたって多様な計

画を推進することが可能な段階に達したということができる。

○

本「宇宙開発計画」は、以上のような内外の情勢、国内の研究及び

開発の進捗状況、宇宙の利用に関する長期的見通し等を踏まえ、ま

た、社会的必要性及び国力との調和、自主性の確保、国際的活動と

の調和を基本方針とした宇宙開発政策大綱の趣旨に治って、具体的

な開発プログラム等を定めたものである。

これわの開発プログラム等の推進に当たっては、これまでの開発

経験から得もれた数々の貴重な教訓を十分活か、しながも、これを行っ

ていくものとする。

なお、 「宇宙開発計画」〔昭和5台車3月1互日決定〕と異なる主要

点は、次のとおりである。

1.第13号科学衛星(MUS巳S車Å)について、 M■-3SⅡロケッ

トにより、昭和6互年度に打ち上げることを目標に開発を行うこ

と。



2・静止気象衛星4号(G埋S「4)について、 H細工ロケットによ

り、昭和64年度に打ち上げることを目標に開発を行うこと。

3・′、重量的呂5、0‥kgの静止衛星打上輔邑力を肴するH置巨ナット

について、 H一再ヶ年ト(、芝嘩式及び,3段式)i試験機並びにH- 、

Iロケット(3段式)1号犠母び2-号撥の開琴を弓しき続き進めると

圭もに、放送衛星3号置a(BS-3亀)を昭和63年度に、静止気

′象衛星4号(争MS臆農互)を昭和6 4年度にそれぞれ打ち上げるこ

とを目標に、 H農工ロケット(3段式)3号機及び4号機の開発を

行うこ、と。∴ ・- 十 十

4・磁気圏観測衛星昨E()TÅ工L沌っ当て、一所要の開発研究を・

行・う・こと寄∴..∴∴∴. -1 十 上
i

5・米国が提唱する宇宙基地計画の予楯輩計段階(フェーズB)の作

業に参加するため、実験モジェ丁レの予備設計等を行うこと。

6・ 1 99 0年代の大型人工衛星打上げ需要に対処する窄めのH車

Ⅱロケットの研究を行うこと。 し

l
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工 科学の分野の開発計画

Ⅱ 観測の分野の開発計画

Ⅲ 通宿の分野の開発計画

Ⅳ 宇宙実験の分野の開発計画

Ⅴ 宇宙基地の分野の開発計画

Ⅵ 人工衛星系共通技術の分野の開発計画

Ⅶ 輸送系共通技術の分野の開発計画

Ⅷ 施設の整楯

I晋 その他の施策

Ⅹ 予算
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I 科学の分野の開発計画“膏_上皇こふてi ￣弓言霊 し二 軍I

l.音“開発プロげラ尋十・ ∵ 葦三豊享忠亭主,景告土工-こ高

(1)人工衛星の運用 .云￣ざ雅致一手

⑪ 第6号科学衛星(巳XOS-B)∴’’∴生 霊二、 子音,

電子密度\{粒子線、プラズマ渡等あ観測を行うことを

:∴宣言目的と,して\昭和《5烏車台▲月に打ち上げた第6号科学衛

千十千.、星〔巴XOS-I「B)「・じ・さけん」を運用する。、高言′「

.②-舞4号科学衛星〔CORS-A二も〕;定衰†雷二宮〔

.し音∴ ∴ -Ⅹ線星ごⅩ線バ二スト中越軟Ⅹ線星雲等の観測を行う

ことを目的として、昭和5互年芝〇月に打ち上げた第4号

科学衛星〔CORSA-串「ばくちよう」を運用する￣。

【し ③“第7′号科学衛星(ÅSTR〇二Å)“し- “二、

-∴ し太陽硬X線プレヤの芝次元像及びスペクトル∴太陽粒

「千線等の観測を行うことを目的として、「昭和5-6年芝月
~

に打ち上げた第7号科学衛星〔A.ST臆R〇二「Å)「ひのと

り」を運用する。臆臆 -_,

-, ￣
÷∴「臆1

④ 第8号科学衛星〔AS・TRO-B)““∵ 曾

∴ Ⅹ線量、.X線銀河、軟Ⅹ線星雲等の観測を行うことを

言∴目的として「昭和58年2月に打ち上げた第8号科学衛

| 1￣l星〔ÅST臆RO二B汁でんま」を運用するまぶ葛_「缶“;.

吉羽⑤書 籍9号科学衛星(巳XOS」C) :1 ∴l ・で

`く二・“葛光学的に成層圏、中層圏の大気研究を行う’とともに、

籠3号科学衛星「たい、よ-う」によ.り発見された南大西洋地

磁気異常帯上空での電離層プラズマの特異現象を解明す

二∴ ることを目的として、i昭和呂音.台車芝月に打ち上げた舞9

・」言上三{二号科学衛星(EXOS「C廿おおぞら」を運用す/る⊃。

’⑧￣試験惑星探査機〔MS〇一T5」 (∵、十㌦、音㊦雪

一 ′÷M」3告Ⅱ’ロケット1号機の性能を確認するとともに、

-′二三.惑星間軌道達成とこれに関連した姿勢制御、主題遠距離通

一l一



信等の技術を習得することを目的と古で吉昭和60年1

月に打ち上げた試験惑星探査機(MS-T￣5)「さきがけ」

を運用する。 し

く芝)人工衛星の開発、.

① 第10号科学衛星(PLÅN巳T÷A)∵

二第1_0号科学衛星(PL,ÅNET∴Å)は、_地球軌道よ

り内側の惑星間プラズマの研究及びハレー￣彗星の紫外領

域における観測研究を行うことを目的とした衛星で、恥吐

上二3登Ⅱロケットにより、,昭和・. 60年度に太陽周回軌

・道に打ち上げる。。●“ . = .._
′ .

② 第1;1号科学衛星〔A軍TR〇三C)

第1 1号科学衛星(ÅSTRO--C)ほ、.活動銀河の中

耳-重言∴心核のⅩ線源の観測及び多様なⅩ線天体の精密を観測を

言・行うことを目的とした衛星で、叩臆3・SⅡ\ロケットによ

り子、昭和6 1年度に高度的5 00k皿の略円軌道に打ち上

げることを目標に引き続き開発を進める。

③ 第1芝号科学衛星(巳XOS÷D手

∴二彊1独科学衛星(巴XOS丁D)ほ、′地球輔圏に尭
_.-し∴げろオエロラ粒子の加速機構及びオ「ロラ発光現象等の

精密観測を行うことを目的とした衛星で、i肌÷3昌Ⅱロ

ケットにより、昭和63年度に近地点高度的“400km、

￣上達地点高度的1、0 ∴0￣0、0-k鳳-の長橋円準極軌道に打ち上

言二∴∴げろことを目標に引き続き開発を進める三・

」 ④二第1-3号科学衛星(MUSES二Å)’

∴_「 )第1 3号科学衛星(M〇日,S巴S-Å)は、“惑星探査に必

要となる軌道の精密標定・制御・i高効率データ伝送技術

等の研究を行うとと・もに∴その÷環としての月スイング

らヾイ技術の試験を行うことを目的とした衛星で、 M-

’ ,_ 3SⅡ昏すす吊こより言昭和64年度に打ち上げること

ー2-

を目標に開発を行う。 「音 」、音∴丁子.

(告)人工衛星の開発研究 `,

磁気圏観測衛星(GEOTÅ_IL) .ノ l

二日一米協力として我が国が衛星の開発を担当し、 ・米国が

スぺ-スシャトルを用いた打上げ等を担当して、地球の

∥∴∴い音
し 夜側に存在する長大な磁気圏尾部の輪道とダイナミック

工i′ゞ言上 ス/に関する観測研究を行うことを唱的《とする磁気圏観測

衛星(GEOT“Å、I・L)にっいて開発研究を行うら

○ 薫・ノ研究嘩l牒仁一と▲言 や’ -(寧二言

三・∵天文系科学観測シ高一二・ズにつ巧では二・物理学の基本法則や宇

宙の生成、進化に関する諸天体現象の研究を行うため、各種宇

宙放射線の観測に必要な技術等の研究、を管主言∴人∴膏

地球周辺科学観測シ音リ÷ズについては、太陽事・￣地球間の諸物

理現象を解明し、地球環境の推移に関する研究を行うため、高

:一層大気、電離層、磁気圏プラズマ等の構造の観測やそれらに関

二する実験に必要な技術等の研究を行う。言 ∴. u音

○○「葛音月・,惑星探査シ,リーかこついては、惑星間空間の諸物理現象

工,ilや月∴惑星及びそれおの大気などの生成、進化過程の研究を行

うため、各種の観測技術、機器等の研究を行千。上∴

I十 二 一

∴∴∴ :《 .上:タや -
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Ⅱ 観測の分野の開発計画

1.開発プログラム

晴

〇〇〇〇〇

・」、-」 ・ ′ぐl トイ

.十㌔詰黒子∵ タ

(1)人工衛星の運用」具しT〇、一 十㌦∴∵∴- 、、、.証

言∵∴‥静止気象衛星3号(GMS.÷3)、静止気象衛星芝号(G

Q渡i⊥」 M’S一二“2)及び静止気象衛星(G刷轡:上.、 -・人

言十我が国み気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開

:上関発を目的として∴昭和呂-9寧8刷こ打ち上げた静止気象衛

星憲早くGMS二3)「ひまわり七°号」を運用する:

また、静止気象衛星芝号(GMS-芝)及び静止気象衛星

苧雪子(GくMS)についてはその管理を行い、必要に応じて試験等

-i 丁“を行う。∴二ゴ.、〇 〇〇上, ..,葛

〔芝)人工衛星あ開発 上
-1・

1

丁⑪了海洋観測衛星1号(M“OS-1)○○
】

′d l海洋観測衛星1号(MOS∴ 1高ま、、海洋面み色及び温
-

“度を中心とした海洋現象の観測を行う臆とともに、。地球観

測のための人工衛星に共通な技術あ確立を図ることを日

丁。∴∴的とした衛星で、“N一Ⅱロケットにより、￣昭和61年度

十十-・ - (・に高度.90航鵬の太陽同期軌道に打ち上げることを目標

に引き続き開発を進める。  .、↓

② 静止気象衛星4号(GMS二4)

′-

静止気象衛星4号(GMS獲4)は、我が国の気象業務

の改善及び気象衛星に関する技術の開発を進めることを

目的とした衛星で、 H鵜Iロケット(3段式)により、昭

和6 4年度に静止軌道上東経1約度付近に打ち上げるこ

とを目標に開発を行う。なお、この開発に当たっては、

引き続き開発を進める静止気象衛星3号予備衛星の有効

活用を図るものとする。

(3)人工衛星の開発研究

地球資源衛星1号(ERS-1)

ー4-

( 0

○し

能動型観測技術の確立を図るとともに十資源探査を主副

的に、国土調査、農林漁業、環境操全、防災、沿岸域監視

等の観測を行うことを目的とする地球資源衛星1号(虻R

S-1)についで引き続き開発研究を進める言、r

芝∴臆研究二:●教語音∴∴÷∴’’ 言古・二 二’

宣言海域及び陸域観測衛星シ同上二ズについては工海洋観測等のた

」めの各種センサによる観測技術及び情報処理技術の研究並びに

で.資源探査のための情報解析技術等各種利用分野への応用のため

の研究を行う。

電磁圏及び固体地球観測衛星シリ」ズについては、十電離層観

「 」測衛星技術を÷層発展させ、言より高度な電磁環境の観測技術の

廿:研究を行う_と.ともに、“測地、地殻変動等の分野にづいて、より

二、 、高精度の測定技術の研究を行“うら. 臆

“i “ 「

.二言言気象衛星シーリーズについては∵衛星気象観測技術の国産化及

び解析技術等の研究を行う。 〈 C「 1
1

重
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Ⅲ十通信の分野の開発計画詳」∵∴二・了、一 二1・∴」

里∴開発プロ.グラム言 千㌧∴∴- ∴ _‥

子1)∴人工衛星の運用 ∵二。 ∵. 「 ・, ・真

① 実験用中容量静止通信衛星(iCS)

衛星システムを用いた準ミリ波等の厨波数におけろ過
一「、 半音:-信実駿を行うこと∴衛星通信￣システムの運用技術の確立

￣:∴を図ること等を目的:として、.昭和も芝、牟1 2月に打ち上

ふ二言京子;可ずた実験用中容量静止通信衛星(C S汁さく▲ら」を運用す

る。 一(十㌧・ -

一

幸②・通信衛星2古くCS」芝屯及びC\Si÷2b上 -

書、主∴、二 通靖衛星に関する技術の開発を進めるとども臆に二二利用

や; ￣-機関における通信需要に応じ′ることを目的として、1昭和

5 8年芝月に打ち上げた通信衛星■芝二号.÷’a(CS二二2の「さ

云∵上声■恥くら芝号上a」及び昭和5￣8車8月に打ち上げた通信衛星

2号-も(CS-芝も)「さくら∴芝号園丁も」を運用する二・-

③ 放送衛星芝号置額(BS-芝a)

放送衛星に関する技術の開発を進めるとともに、テレ

ビジョン放送の難視聴解消等を図ることを目的として、

昭和5 9年1月に打ち上げた放送衛星芝号置嵐〔BS-芝

観廿ゆり芝号-嶺」を運用する。

〔2)人工衛星の開発

① 放送衛星芝号-b(BS-芝も)

放送衛星芝号-も(BS-芝b姫、放送衛星に関する技

術の開発を進めるとともに、テレビジョン放送の難視聴

解消等を図ることを目的とした衛星で、放送衛星芝号一

a(BS-2a)に生じた不具合に対する検討を踏まえ、所

要の対策を講じたうえで、 N-Ⅱロケットにより、昭和

60年度に静止軌道上東経1 1 0度付近に打ち上げる。

㊥ 通信衛星3号(CS鵜3a及びCS-3串

-6-

G音- 0

⑱ ○

上
●’

通信衛星3号(CS鵜3ふ及びC霊∴_3も)直言通信衛星言

2号(CS-芝)による通信サービスを引き継ぎ∴また、

増大かつ多様化する通信需要に対処するととも広通信

衛星に関する技術の開発を進めるこ・手を目的とした衛星

で∴正二工∴ロケッ言下により、.通信衛星・3「号-鋤くCS-3

し∴a)を昭和61.芝、年度に∴通宿衛星3号」も(CS二3坤を昭

′十 和6.3ヰ度にそれぞれ静止軌道に打ち上げることを唱標

:∴七引き続き開発を進める。 事 二_ .∴ ,_ . ∴」

③ 放送衛星3号(BS-3塊及びBS-3も上 ↓-

放送衛星3号〔BS-3a及びBS-3b)は、。.放送衛星
年

二一㌧ ￣2号(BS」芝)による放送サ二ビスを引き継ぎ、はた、

∴卑し∴増大かつ多様化するi放送需要に対処するとともに、_放送

衛星に関する技術の開発を進めることを目的とした衛星

で、 H-Iロケットにより、放送衛星3号-a(BS-3

a)を昭和63年度に、放送衛星3号車も(B露-3も)を昭

和6 5年度にそれぞれ静止軌道上東経1 1 0度付近に打

ち上げることを目標に引き続き開発を進める。

芝.研究

移動体通信・航行衛星シリーズについては、船舶、航空機

等の移動体との通信及び航行援助・管制のための技術、衛星

開通宿技術並蹄こ衛星を利用した捜索救難のための技術の研

究を行う。

固定通信衛星シリーズについては、実用を目的とする衛星

を考慮して、通信衛星技術の国産化及び性能向上のための研

究を行う。なお、将来の増大する通信需要に対処するため、

ミリ波帯の電波を利用する通信衛星技術の研究を行う。

放送衛星シII-則こついては、実用を目的とする衛星を考

慮して、放送衛星技術の国産化及び性能向上のための研究を

行う。

-7-



Ⅳ. -宇宙実験の分野の開発計画

1".開発ナログラム、

〇十 」1

器田

.i開発言 ・,、一1詰む. ∥十で 士言でt

∴一・臆第一次材料賽験(FM早T上告葛∴ ;言∵言上

一一〇スぺ事スシャトルに我が国の科学技術者が搭乗」、宇宙空間

当の特性を利用した材料実験等を行う二幸を目的上す.ろ第一次材

言料実験(FMPT)を昭和や・2書度に賽趨する-ことを目標に、実

験システムの開発を行うとともに搭乗科学技術者を選抜し、訓

練等を行う。、 」∴・ど子、 ∴:千三三」

.鳥∴研究∴,

二 材料実験シリ丁ズ及びティ、7サイモンス実験シリーズについ

∴ては、宇宙実験に関する技術の研究、:壇上に封する基礎賽験を

行う。三㌧∴ ∴ ∵鴨、1

.l￣ _

串皐(!i -i. 〇万・を ∴,∴∴ _ .

∴二言’牛、ぐ) ⊥十′-、臆l ・-

〇、ヽ ●

同工,

1

.し上_∴し

二 聴 ∴:÷ ... ‥ 二 〇「吊」 -

園田 国

「 (ヽく まQ」一,.タ

イ寄 書∴c・  ・・音 弓」

1 国書音園田

一
′

￣

\

1当。∴∴言】臆 し円上

二子∴.. l

.
￣

ト. 一“ 1

〇

日 _ 種 上 .

一三.「,亀 十二.∴ ニi iへ
_0

l

_・(1 =
_事 _す、

i二￣
iし

一8--

V 宇宙基地の分野の開発計画∴㍉二言、輿的￣立上_ ’∵÷・享子エ

1場 開発プログラム 十、古丁￣、膏’

開発研究 二時.生,母二言￣￣

宇宙基地計画 ’V」喜子」T芋音聖、馬主享義士工

夫∴米国は、- 1し9二9華年代初期に砥軌道の地球風向軌道上に恒久

上的有人宇宙基地を国際協力によ言で建設するごととJし〔∴我が国

上を含む諸外国に対し、二予備設計段階〔フ三二二ズB)からの参加を

求めてきてい争点この、計画は」人類に宇宙活動の新たな手段を

Q)》 〇 一、与える竜のであり\即事に、・国際協力の推進∴宇宙技術切発展、

l主産業活動の宇宙への拡大の促進等重要な憲義を有する’ものであ

ると考えもれている。
↑

嵩 「￣一

この宇宙基地計画について、予備設計段階〔フェーズB)所作

こ∴業に参加す「るため、前年度までの研究成果を活かし、二宇宙基地

∴一取付型実験モ’ジ・エールの予備設計を行う言 ￣、十“.∴∥言

臆.芝・._研究 -“
. 」,_し.

重￣“

キ:“† 〇品

臆臆 宇宙基地取付型実験キジュ￣-ルに係る要素技術の研究及び字

宙基地の利用章二関する研究を行-う’∵:○J †∵∴ . 」∴∴只
で’.÷

- 」
〇十-- 貿. 一

1 へ細弓￣二〇

口上弐∵,: ㌻二は工手二二上告

⑭ ○
仁子「 言黒。 ‡▼ 問音章 ∴, 「 ,) ￣ふ く

Q;臆 ∴二〇。・ヽ二言束亡￣" ,∴丁子∴J、二言、詰・ -三信i⊥￣

●￣
￣-

i、・守鴫

」 」⊂

-∴9 -



i

Ⅵ 人工衛星系共通技術の分野の開発計画も、  、士、 「

1.開発プログラム l 一十

人工衛星の開発 早- 「言草

技術試験衛星V型(ETS-V)
’

工

.' 技術試験衛星V聖(月TS÷V吊±,∵H- Iロケ、声ト(:3威武)

∴一試験機の・陸鰭を確認するとともに∴静止三軸衛星ノヾ’スの基盤技

三∴ニ術を確立し、∵次期実用衛星開発に必要な自主技術の蓄積を図り、

幸二併せて∴航空機の太平洋域の洋上管制、一船舶の通信書航行援助

こ∴;二・捜索救難等のための移動体通信実験を行う二ことを目的とした

∴ _衛星で言昭和6阜年度に静止軌道に打ち上げるこ∵どを’目標に引

き続き開発を進める。

∴2十研究 こ
-

_ ∴農

幸吉∴惰星基礎技術については、￣衛星の長寿命化∴大電力化∴機能

の高度化等に備え、て言人工衛星の構造及び材料あ研究上電子部

品の信頼性向上、太陽電池の高性能化等の研究を行う“とともに、

∴・i、宇宙用電源システム言高精度姿勢制御シ“ズテ云二着電気推進エン

ジンシステム、能動武勲制御シ豆テ七、やアンテナシステムこ ア

ポジモータ、衛星バス、宇宙用軸受、宇宙用マニピュレータ、

二液武推進蒸篭に関する研究を行う。

また、衛星システムの標準化、部品材料の標準化、国産化を

進める。

有人サポート技術については、有人活動のための装置等の調

査研究を行う。

-"10-

//潮 0

⑩ソ 0

Ⅶ 輸送系共通技術の分野の開発計画 Ii当∴。 ∴ ,∴

1.ニー開発プログラム. 一

ロケットの開発_ 二“ 」十、一1-干」し∴古 く、・

①一tMロケット
・→

’

∴l ∴ノ

M古すら「トは∴全段に固体燃料を用阜る容ナットどし∴科

学衛星の打上げに利用するも・のとして開発を行ってきたもの

であり、i.今後とも信頼性が十分に得られる段階まで、宇宙科

∴学研究所において引き蘇、き開発を進める、ものとする。雷∴′上

すなわちi蝉-」3昌;占う㍉ソトの第2段及び第I「3鞍モータの

改良、第1段補助ロケットの変更等を行主だM-3号Ⅱ干すッ

廿▲トにづいて、’昭和6iO年度に第二1 0号科学衛星(P.し「ÅN巳

T細Å)を、昭和61年度に唐土1号科学衛星(AS TR〇〇

二十Cつを、-、昭和6 3年度に第千芝号科学衛星〔巴XO烏ニD)を、

昭和61互年度に籠1 3号科学衛星で(甑音日馬巴S一Å)を打ち上

1げろことを目標に弾き擬き開発を進める￣もi. ∥ (1占

㊥ N系古すら十やし.一 二億!-H二宮国手∴∴ニふ

“十) N-Ⅱロケーット○)江・と告ぎ二嵩高二言斗言祝棚j

N÷Ⅱ宣ナシトば、、重量紺3る重塵の静止衛星を打ち上げ

補芭力を有する葺段式ロケットであり∴叩÷I匡ナナトを軸

として、固体補助ロケットの増強、第1段推進薬タ。ン・クの政

子.良∴第芝(段液体臆ロケントの高性能化、音誘導制御幸をテムの高

精度化番を図ることとして開発を待ちてきた臆ものである。

土を・この占ナシトによ互、昭和8∴0年度に・放送衛星芝音●号-も〔B

S「芝b)葦串韓日6イ1年度に海洋観測衛星1号岬0′S置1 )

を打ち上げることを目標に引き続き同ロケットの開発を進め

る。 諌言.‡

③ H釆ロケット 二日∬-H ①

二・飛H二二エロ今上ソロ∴・:工」、￣」ふ†〉よこ∥序・、∴ 8 :

・ H」、I」ロケッ十は、二1985年以降における臆人工衛星の打

一間ニ



十(
l

十

上げ需要に対処するため、重量的呂も0塵の静止衛星を打ち し

上げる能力を有する3段式ロケットとし、第1,段にNキ:Ⅱロ言

ナットの第1段液体ロケットを使用するとと坤二言〇第‡段に

液体酸素・液体水素を推進薬とするエンジンを、、第3段に大

言型固体モータを、、また言、誘導方式としで慣性誘導を採用する

やこととして引き続き開発を進めろ〇 ・詰-一 時

台(:この÷環1むしで∴昭和膚0年度に窮乏段の飛しょう試験、

慣性誘導制御システムの機能確認等を目的としたH二十ロケッ

古く芝段式)試験機を測地衛星の機能を有するペイロ÷ド等を

∴搭載して打ち上げ、また、∴ 自主.∴

.昭和6 1年度に打ち上げることが可能となるよう予備周

一H-1古ケふ下〔2段式)試験機、 --・ ∴Å臆

_言昭和62年度に技術試験衛星V型〔ETS∵V)を打ち上

▲上 げきことを目標にH十日生ト(葺’段式)試験機∴

昭和6芝年度に通肩衛星3号〇二a(CS富・3a)を打ち上げ

ることを目標にH-Iロケット(3段式)1号機∴“

昭和6 3年度に通信衛星3号事b(CS-3b)を打ち上げ

.い:七・ることを白襟にH-、Iセケット(3段式)芝号機

工の開発を引き続き進める。 ↓、 ・G )上三、し1こくは

更に∴_ -

￣÷￣ 1_昭和63年度に放送衛星3号-a(BS」3a)を打ち上げ

主音、:\為、ことを目標にH二十ロケッ・ト(軍段式)i13号機、∴ ,事

〕「一 昭和64年度に静止気象衛星4号(G朋S輸4)を打ち上
告-

げろごとを目標にH:÷.Iこロケこソト(3段式埴号撥

′ i了“の開発を行う。 i享l二言目二二二千〇∵.」定一一室

芝.研究 書ci

① H-Ⅱロケット 1 ヘー 子

1 9 9 0年代に封する大型人工衛星打上げ需要に対処する

ぐたみ、 H〇十ロケットの開発の成果を踏まえ、液体酸素・浪

-12-

体水素エンジンを第1段及び第2段に使用し、これに固体補

助ロケット2基を加えた芝’トン程度の静止衛星打上げ能力を

-r 」有するH二Ⅱ占ナットの研究を行う。 -∵

!∴∴∴ “子㊥」ロケッニト応用技術等・ ・・ ・、七￣己

一 三.言争十㌢.ト応用技術にらいては:衛星の複数打上げ二軌道変

換技術、回収技術、ランデブ∴音ドッ“キング技術等の研究を行

・∴葛う●。上∴∵∴言 上二言もこQ子音 千や-I こ吊一江

てまた∴液体酸素:(液体水素エ￣シジンに関する研究、ロケッ

(〔一洲音O
キ言i一“トの誘導制御あ高度化ゐ研究、ロケ㌻ト王ンジ￣ジの高空性能

-㌻了￣’重￣に関する研究、ロケッ"トの構造及びロケ“ジト用部品材料に開

で「 ,中る研究等を行う言、申子￣
-

’豆言￣丁と)  .

「

ま

-

ぐ 十 ●

言
￣爪。

弓」ふ、〕 - . 子音工..」、二
’

C￣十〇二_I三∴言」 一〇.

′
-

音音

弓,・

￣.里1- ￣-山場∴、上:∴, .臆’

㌻: ∵∵÷ ′
f

′ .上し葛

も弓
- ロヤー 二一

一 二￣・㌍「’二i、 -

ト
音 言難言 ∴訂音土

⑭ ○
主計一、王一

員

∴十

二二十五」∵Q十詞1“￣ 上

し

)上-
《 ヽ

文.十,  , .ニ∴∴∴′ i ・三“

-章当 -- 十

㌧ ′

-13-

￣ “」￣
」i

l

十 〇ノ

「

ト

〇

一〇○○

′

つ÷

【

ぐ

1

二言



上げ需要に対処するため、重量約呂15 0烏の静止衛星を打ち

上げる能力を有する3段式ロケットとし、第1・段に吋キロロ.!

ナットの第1段液体ロケットを使用するとと坤こ∴第号,段に

液体酸素・液体水素を推進薬とするエンジンを、、第3段に大

’i型固体モータを、また、二・誘導方式として慣性誘導を採用する

的こととして引き続き開発を進める言∵: ￣-】 ‥

上音’この一環どして∴昭和絶,0年度に篤芝段の飛しょう試験、

慣性誘導制御システムの機能確認等を目的としたH二王ロケッ

∴ト(一若殿式)試験機を測地衛星の機能を有するペイロ÷ド等を

∴搭載して打ち上げ、また、●’ - 言∴白

さ ∴昭和61年度に打ち上げることが可能となるよう予備用

.具H置▼I占￣ヶッ吊し(2段式)試験機、一
一

Iヽ

二 〇〇昭和6芝年度に技術試験衛星V型(ETS∵Ⅴ)を打ち上

:う げもことを目標にH二〇工ロケゾト(3、段式)試験機、∴

昭和6 2年度に通信衛星3号一式GS二幸a)を打ち上げ

ることを目標にH-Iロケット(3段式)1号機∴￣

昭和6 3年度に通信衛星3号置b(CS-3b)を打ち上げ

言
一 ることを目標にH:エロケシト(3段式)芝号畿

十の開発を引き続き進める。仁
一

で
〃 め ∴し、中も

・更に、 、 二“上 し /、-

_昭和6 3年度に放送衛星3号-a(BS重し。3a)を打ち上げ

主音ことを目標にH-十￣ロケット(隼段式)3号機∴

辱∴一昭和64年度に静止気象衛星互号(G「MS場4)を打ち上
-

げろごとを目標にH,二王ロケシト(3段式)t互号機

-:の開発を行う。 ○○.享l〇二,点上
i- .“’一

十さ

芝.研究 一事

① H葛Ⅱロケット -

】リ

1 9 9 0年代における大型人工衛星打上げ需要に対処する

富ため二￣H」I“ロケットの開発の成果を踏まえ、液体酸素・液

ー12-

体水素エンジンを第1段及び第2段に使用し、これに固体補

助ロケット￣2基を加えた￣芝￣トン程度の静止衛星打上げ能力を

;有するH.÷廿古ナットの研究を行う。
書

∴②∴ローナット応用技術等」￣- ∴、、 ￣￣

三〇占ケ:ツト応用技術にういては二 衛星の複数打上げ:軌道変

換技術、回収技術、ランデナ・“ドッキング技術等の研究を行

う。ふ,言 上"二言こ㊦.1「i ‡や・l ∴∴ロ∥臆し
章

￣

また∴液体酸素““;液体水素エシジ.享に関する研究、ロケッ

子細 ○ ∴“トの誘導制御の高度化の研究、lロおトエンジンの高空性能

十二に関1する研究、ロケットの構造及びロケット用部品材料に関

〆￣ ,する研究等を行う∴「
f

」しl ヽ l ′ ′ ヽ
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Ⅶ●施設の整備.,

し・1∴ 人工衛星及びロケ与弓しの開発に必要な施設

〔1) ’海洋観測衛星11号(MO,S.-1主 技術試験衛星V型(E

TS置V)及び科学衛星の開発のため、既設の試験設備に

′ ・ 1 加えて、臆衛星せ搭載する観測用撥器及び衛星の機能に関す
-」一、 る・各種試験設備等を整備する。、 ′ l↑I

(2) H-Ⅱロケットの研究のために必要な試験設備及びMロ

ナシ、トの信頼性の向上に必要な試験設備を整備する。

三言〔3上宇宙開発事業団にお-いて開発に必要な試験施設設備の整l了_繭 〇
・偏重行うに当たって桂子大型の装置、′各種の機器に共通し

て使用しうち大型の施設等を集中的に配置し、.管理、デー

タ処理等を効果的に行っていくものとし、関係研究開発機

関の共用に供しう着よう配慮する。

〔4)人工衛星を用いた地球観測システムの研究開発に資する

ため、リモートセンシング情報受信処理設備を整備する。

芝.人工衛星及びロケットの打上げ施設

種子島宇宙センターに、レンジコントロール系及びレーダテ

レメータ糸の施設設備を整楯するとともに、 H葛Iロケット打

上げ射点施設設備の整楠等を行う。

科蒜嘉器器露盤謹薫蒜墨書。 ⑳ 」 0
3.人工衛星の追跡等に必要な施設

海洋観測衛星1号(MOS-1)、技術試験衛星Ⅴ型(ETS

-Ⅴ)、科学衛星等の追跡等を行うことを目標に、距離及び距

離変化率測定方式等の追跡施設等を整備し、また、追跡ネット

ワークの中枢施設となり、衛星の運用管理及びデータ取得の業

務のうち一元的に実施することが適当と認められる業務を行う

ための施設を筑波宇宙センターに整備する。 l

また、科学衛星のデータ取得、制御等に必要な施設を整備す

-14喜

旧

為。

なお、衛星間通信技術を利用した追跡管制シえテムの研究及

びレ三サー光を利用する追跡管制方式の研究を行う.。賞
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I‡ その他の施策

.1.研究開発能力の強化_ 」,

.

Ⅹ 予算

独

萱

国立試験研究機関等を強化拡充しヾ。その研究の促進を図ると

ともに、これちの研究と宇宙開発事業団の行う開発との有機的

結合を図るため、同事業団の研究開発業務を強化し、その向上

を図る。

芝.国際協力の推進

宇宙分野における日米常設幹部連絡会議(SSし亀)、日本・

欧州宇宙機関(ESÅ)行政官会議、日加科学技術協議、海外の

宇宙開発関係者の招へい等により、宇宙開発の分野に封する国

際協力の強化、推進を図る。

また、国連宇宙空間平和利用委員会に封する活動、サミット

.リモートセンシング会合等を通じて多国間協力を進めろ。

3.宇宙関係条約関連措置

「宇宙物体により引き起こされる損害についての国際的責任

に関する条約」等の宇宙関係条約の実施が円滑に遂行きれるよ

う必要な措置をとる。

4.普及啓発活動の強化

宇宙開発に対する国民の理解と協力を得るため、映画、出版

物等による広報、各種展示会、セミナー等を行う。

5.宇宙技術者の養成

宇宙間藤技術者の資質向上を図るため、関係機関の職員を海

外の大学、研究機関、行政機関等に派遣する。

6.宇宙開発推進基盤の整備

我が国の人工衛星等の打上げを円滑に実施するため、種子島

同辺漁業相籠事業の助成等を行う。
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昭和60年度における人工衛星、ロケット等の開発、施設の整

楯、特別研究等の推進に必要な宇宙関係予算は、次表のとおりで

ある。
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昭和60年度宇宙関、係
`嘉

子 _ ,- .亡、_十 「0 言闘

信江
_ _ , 「二・_′ 工

省 庁 
昭和59年度予 算額 

宇宙開発関係 宇宙関連氷 合 計 

科学 技術 庁 
㊨ 弱,401 

ー 
㊨ 弱,401 

85,81之 85章81之 

警 察 庁 
一 

174 174 

文 部 省 
㊨ 3章386 

3章鵬1 

⑳ 3,386 

1芝,832 15,834 

通商産業省 1,互6了 
ー 

1章46了 

運 輸 省 6,195 2,223 8,417 

郵 政 省 
㊨ 437 

549 

⑳ 437 

5脱 1,蛸3 

建 設 省 
ー 

2 2 

自 治 省 
ー 

194 194 

総 計 
㊨ 59,224 

6,142 

㊨ 59,224 

106,810 112,953 

* 宇宙関連経乾く宇宙開発委員会が行う見積りの範囲外のもの)について

挫く1)掲示金額は、各項目についてそれぞれ四捨五入により百万円

挫く2) 59年度予算額は、当初予算額である。

ー18-
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政府予 算案総括 表千言-・. ~ l)

㊨国庫債務負担行為限度額

(単位:百万円)

享 溜・和・60年度政府予算案 
∴」: 

:寧宵闇や関係, 宇 宙 関 連米 ∴●●` 合 計 

年’

⑳ 48,818 

言ヽ 、’・膏・・ 

二・⊥高手・ ⑳’48,紅8 

91誇85 91,585 

ー 
∴ち 165 

165 ∴†∴∵ 

㊨ 3,918 

言、∴● 4,341 

㊨ 3,918 

6,619 

当’

10,960 

3,的0 
ー 

3,′490、 

㊨ 之書024 

i: 

㊨ 425 
\∴∴’ 雪か㊨

2,448 

3,027 之号9了 
5,32仁 

∴-∴ 

44亨 子∴.千・∴∵ 

二ゝ￣ 

417 865: 

i! 
を∴∴∴∴‡!叶- 

も 

之 之 

:言∴∴ 
146 146 

㊨ 班詳60 ㊨ 425 ㊨ 55,184 

105,169 ら368 112,537 

も、参考のため掲示した。

単位に整理したため、総計と各項目の合計等は必ずしも一致しない。
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l ヽ

昭和6 0年度宇宙開発関係政府予算案’ 」

二一

一

十● ㊨ 国庫債務負担行為限度額

(単位:百万円)

省庁 担当機関 事 項 
昭和59年度 予算額 昭和60年度 政府予算案 

科 学 技 術 庁 

研究調整局 宇宙開発委員会に必要な経費 48 49 

一般行政に必要な経費 33 32 

科学技術者の資質向上に必要な 41 41 

経費 

種子島周辺漁業対策事業に必要 40了 400 

な経費 

小 計 529 522 

振 興 局 一般行政に必要な経費 6 6 

航空宇宙技 航空宇宙技術研究所に必要な経 ㊨1,074 

2,19了 術研究所 費等 918 

宇宙開発車 宇宙開発事業団出資及び助成に ㊨54,327 ㊨48,818 

業団 必要な経費 

84,358 政府出資金 ㊨班,32了 76,了84 政府補助金 7,574 88,861 政府出資金 ⑳48書818 80,941 政府輔助金 7,920 

計 
⑳弱,401 85,81之 ㊨48,818 91,585 

伸
し

/
向
セ

e

●

省庁 担当機関 事 項 
昭和59年度 予算額 昭和60年度 政府予算案 

文し 部1ィ 省 

宇宙科学研 特別事業等に必要な経費 ㊥ 3,386 ㊥ 3章918 

究所 9章235∴ 6,619 

大型特別機械設備費 3,597 0. 

計 
\㊥-3諸86 12;832 ㊥〕3,918 6聞9 

通 商 産i 

機械情報産 業局 

宇宙環境利用実験研究調査 0 13 

資源遠隔探知技術の研究開発等 十1ず36雷 ⊃・1,353 

小 計 1,363 1章366 

工業技術院 二大型工業技術研究開発に必要な 30 2,063 

業 省 

経費等 

試験研究所の特別研究等に必要 75 62 

な経費 

小 計 105 2,125 

計 (1,467 3,490 

運 輸 省 

電子航法研 究所 

電子航法研究所に必要な経費 

156 

㊥68互 

732 

気象盲 静止気象衛星業務に必要な経費 

6,039 ㊥1章340 2,294 

計 
6,195 

・㊥2登024 

3,02了 

郵 

通信政策局 電気通信監理に必要な経費 臆0 4 

電波研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要 ㊥ 437 

44ヰ 

政 省 

な経費 5鈍 

計 
㊥ 437 

504 447 

合 計 
㊥59,224 1勝書810 ㊨班,7鋤 105,169 

2l



_、-￣ °∴ . l

ニ￣(参考)昭和6￣0年度宇宙関連政府予算案
●

○○一、し.し言 ・、、

⑲ 国庫債務負担行為限度額

‥・・ ・(単位∴百万円)

省庁 担当機関 事 項 
昭和59年度 予算額 昭和60年度 政府予算案 

警 察 庁 

通子信 局 替察通信に必要な経費 174 165 

計 174 165 

文、 部 料∴ 

宇宙科学研 究所 

特別事業等に必要な経費 3,001 4,341 

請書 3,001 4,341 

運 輸 省 

海上保安庁 水路業務運営に必要な経費 

115 ㊥333 12了 

気 象 庁 静止気象衛星業務に必要な経費 

1,815 

㊨

9芝 1,841 

一般観測予報業務に必要な経費 103 108 

高層気象観測業務に必要を経費 1了1 171 

気象官署施設整備に必要な経費 19 49 

小 計 
2書108 

⑯

92 2,170 

計 
2,223 ㊥425 2,29了 

郵 政 

通信政策局 電気通信監理に必要な経費 8 5 

電波研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要 班1, 412 

省 な掻費 

計 549 417 

⑨

@

●

省庁 担当機関 事 項 
昭和59年度 予算額 昭和60年度 政府予算案 

建 設 省 

国土地理院 測地基準点測量に必要な経費 之 2 

計 2 2 

自 消 防 庁 通信衛星地上機器の整備に必要 194 146 

治 省 

な経費等 

計 194 146 

合 計 
6書142 ㊨蛇5 7,368 
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